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法律改正の概要



法律改正の概要

１．権利保護の強化

① 【画面デザインの保護の拡充】
② 【部分意匠等の保護の拡充】
③ 【関連意匠の保護の拡充】
④ 【意匠権の存続期間の延長】
⑤ 【意匠の類似の範囲の明確化】
⑥【秘密意匠の保護の見直し】

⑦【新規性喪失の例外の適用規定の見直し】



法律改正の概要

２．模倣品対策の強化

①【権利侵害行為への「輸出」の追加】
②【権利侵害行為への「譲渡目的所持」の追加】
③【刑事罰の強化】



第１部

意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の
審査運用について



第１部
意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠
の審査運用について

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について
テキスト ２頁

（定義等）
第２条 この法律で「意匠」とは、物品（物品の部分を含む。第八条を除き、以下同
じ。）の形状、模様若しくは色彩又はこれらの結合であって、視覚を通じて美感を
起こさせるものをいう。

２ 前項において、物品の部分の形状、模様若しくは色彩又はこれらの結合には、
物品の操作（当該物品がその機能を発揮できる状態にするために行われるものに
限る。）の用に供される画像であつて、当該物品又はこれと一体として用いられる
物品に表示されるものが含まれるものとする。
（第３項及び第４項略）

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）



テキスト ２頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

意匠法施行規則

様式第２［備考］
８ 物品の部分について意匠登録を受けようとするときは、「【意匠に係る物品】」の欄の上に
「【部分意匠】」の欄を設ける。
39 （意匠審査基準 第１部「願書・図面」第１章「意匠登録出願」11「関連条文」参照）
40 意匠法第２条第２項の規定により物品の操作（当該物品がその機能を発揮できる状態にす
るために行われるものに限る。）の用に供される画像を含む意匠について意匠登録出願をする
ときは、「【意匠に係る物品の説明】」の欄にその画像に係る当該物品の機能及び操作の説明
を記載する。

様式第６［備考］
8 （第２部「意匠登録の要件」第１章「工業上利用することができる意匠」21「関連条文」参照）
9 （第２部「意匠登録の要件」第１章「工業上利用することができる意匠」21「関連条文」参照）
10 （第２部「意匠登録の要件」第１章「工業上利用することができる意匠」21「関連条文」参照）
11 物品の部分について意匠登録を受けようとする場合は、８から１０まで及び１４に規定され
る画像図（意匠法第２条第２項に規定する物品と一体として用いられる物品に表示される画像
を表す図をいう。以下同じ。）において、意匠に係る物品のうち、意匠登録を受けようとする部分
を実線で描き、その他の部分を破線で描く等により意匠登録を受けようとする部分を特定し、か
つ、意匠登録を受けようとする部分を特定する方法を願書の「【意匠の説明】」の欄に記載する。

＜関連条文＞



テキスト ４頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

１．改正の趣旨

（１）従来の制度

物品の成立性に照らして不可欠なものであって、その物品自体の有す
る機能により表示されているもののみが意匠の構成要素として扱われ、
意匠法で保護されていました。

（２）改正の背景

画面デザインは、家電機器等に係る品質や需要者の選択にとって大
きな要素となっており、企業においても画面デザインへの投資の重要
性が増大している状況にあります。

（３）改正の概要

画面デザインのうち、物品の本来的な機能を発揮できる状態にする際
に必要となる操作に使用される画像について、物品の部分（～中略
～）として意匠法の保護対象としました。



テキスト ５頁
２．従来の保護対象との違い

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

（１）従来から保護されていた画像

［事例］液晶表示等に関するガイドラインに記載された要件を満たす意匠

意匠登録第１１４９６１０号
「腕時計本体」

意匠登録第１２０７２８２号
「携帯用無線電話機」



テキスト ６頁
２．従来の保護対象との違い

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

（２）新たに意匠法第２条第２項の規定に基づき保護される画像

①画像を含む意匠に係る物品が、意匠法の対象とする物品と
認められるものであること

②操作の用に供される画像であること

③当該物品がその機能を発揮できる状態にするための画像
であること

④当該物品又はこれと一体として用いられる物品に表示される
画像であること



テキスト ６頁
２．従来の保護対象との違い

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

［事例］意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠

（ⅰ）当該物品自体が有する表示部に表示される画像の例

「携帯電話機」

（注）表示部に表示された画像は通話機能等、
物品の機能を発揮できる状態にするために行
われる操作に用いられることが前提となります。



テキスト ７頁
２．従来の保護対象との違い

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

（ⅱ）当該物品と一体として用いられる物品に表示される画像の例

［事例］意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠

「磁気ディスクレコーダー」

（注）当該物品と一体として用いられるテレビモニターに表示される画像の例。
録画予約機能等、物品の機能を発揮できる状態にするために行われる操作に
用いられる画像であることが前提となります。



テキスト ８頁
３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

（１） 画像を含む意匠の意匠登録出願における願書の記載

①「部分意匠」の欄（部分意匠の場合のみ）

②「意匠に係る物品」の欄の記載

例 ・ ビデオディスクプレーヤーの意匠の創作において、意匠登
録を受けようとする部分である画像が当該物品と一体として用い
られるテレビ受像機に表示されるものである場合

【意匠に係る物品】 の欄に「ビデオディスクプレーヤー」と記載



テキスト ８頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

③「意匠の説明」の欄の記載

意匠登録を受けようとする部分を特定する方法を記載
（部分意匠の場合）

④「意匠に係る物品の説明」の欄の記載

（ⅰ）意匠に係る物品が、経済産業省令で定める物品の
区分のいずれにも属さない場合の記載

（ⅱ）当該画像が、どのような機能を発揮できる状態にす
るために行われる操作に係るものか、また、どのような操
作を行うのか説明する記載



テキスト ９頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

（２）画像を含む意匠の図面等の記載

①当該物品自体が有する表示部に表示される画像の場合

画像を含む意匠に係る物品全体の形態について一組の図面（６面図）
が必要であり、画像を表す図面のみの提出は認められません。

②当該物品と一体として用いられる物品に表示される画像
の場合

その物品と一体として用いられる物品（表示機器等）に表示される画像
を表す図は【画像図】として記載します。



テキスト １０頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

（ⅰ）適切な図面の記載事例

例 ・ ビデオディスクプレーヤー

当該物品と一体として用いられる表示機器等に表示される画像を部分
意匠として出願する場合の図面

【平面図】

【正面図】

【背面図】

【右側面図】



テキスト １１頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

（ⅱ）不適切な図面の記載事例

［事例１］画像のみを表現した場合

【画像図】

例・ ビデオディスクプレーヤー

意匠に係る物品と一体として用いられる物品（表示機器等）に表示される画
像を含む意匠を部分意匠として意匠登録出願する場合であっても、一組の図
面を省略することはできません。



（ⅱ）不適切な図面の記載事例

【画像図】

［事例２］画像の一部のみを表現した場合

例・ ビデオディスクプレーヤー

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

テキスト １１頁

画像の一部を部分意匠とする場合の適切な記載とは認められません。



［事例３］当該物品と一体として用いられる表示機器を一組の図面に表現した場合

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

テキスト １２頁

（ⅱ）不適切な図面の記載事例

【正面図】

例・ ビデオディスクプレーヤー

当該物品と表示機器を記載した図面は２つの物品を含むものであり、一の意
匠を記載した図面とは認められません。



（ⅱ）不適切な図面の記載事例

［事例４］当該物品と表示機器を接続した状態で一組の図面に表現した場合

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

【正面図】 【右側面図】

テキスト １２頁

例・ ビデオディスクプレーヤー

当該物品と表示機器を接続した状態で一組の図面とした場合も２つの物品を
表したものと判断されます。



テキスト １３頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

③参考図
【意匠に係る物品の説明】の欄等、願書の記載だけでは意匠を十分に
表現することができないときは、参考図を添付します。

［事例］ 操作部等を説明する参考図

【操作部等を説明する参考図】

（注）当該画像の操作に使用される部分を
引き出し線による説明によって明確にします。
その他、必要に応じて説明を加えて下さい。



テキスト １３頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

３．画像を含む意匠の意匠登録出願における
願書・図面の記載

④画像が操作によって変化する場合の記載方法
【～操作を行った状態の画像図】、【変化した状態を示す画像図】等の
図の表示によって、変化した状態の形態を表す図を作成します。
（画像の変化の前後の態様に形態的な関連性が認められれば一意匠として
取り扱います）

［事例］形態的な関連性が認められる例

【意匠の説明】－略－
変化した状態を示す画像図は、選択したアイコンが変化した状態を示すものである。

【画像図】 【変化した状態を示す画像図】



４．願書及び図面の記載に関する
具体的な事例

（１）部分意匠として画像を含む意匠を出願する場合

①当該物品自体が有する表示部に表示される場合

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について
テキスト １４頁

【書類名】 図面～ 中略 ～
【部分意匠】
【意匠に係る物品】 携帯電話機
～ 中略 ～

【意匠に係る物品の説明】
正面図中の表示部に表された画像は、通話機
能を発揮できる状態にするための画像であって、
アドレス帳から任意のグループを選択する操作
を行うものである。画面右寄りの横長長方形部
にグループ名が表示され、それらを選択して操
作を行う。

【意匠の説明】
正面図中の実線で表された部分が意匠登録を
受けようとする部分である。



４．願書及び図面の記載に関する
具体的な事例

（１）部分意匠として画像を含む意匠を出願する場合

②当該物品と一体として用いられる他の表示機等に表示される場合

【部分意匠】
【意匠に係る物品】 チューナー付磁気ディスク
レコーダー
～ 中略 ～

【意匠に係る物品の説明】
本物品は、ハイビジョン放送を受信可能な
チューナーを有し、受信したテレビ番組の録画、
再生を行うための磁気ディスクレコーダーである。
画像図に表した画像は、本物品と同時に使用
される表示機器に表示される操作用の画像を表
すものである。画像図は、録画した番組の再生を
行うための機能を発揮できる状態にするための
画像であって、画面中央に番組が表示され、そ
の右方に配された操作ボタンによって選択、決定
等の各種操作を行うものである。

【意匠の説明】
左側面図は右側面図と対称に表れるため省略し
た。実線で表された部分が部分意匠として意匠
登録を受けようとする部分である。

【書類名】 図面

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について
テキスト １５頁



４．願書及び図面の記載に関する
具体的な事例

（２）全体意匠として画像を含む意匠を出願する場合

①当該物品自体が有する表示部に表示される場合

～略～
【意匠に係る物品】 携帯電話機
～ 中略 ～

【意匠に係る物品の説明】
正面図の表示部に表された画像は、通話機能
を発揮できる状態にするための画像であって、下
部の横長長方形部分を操作して音量の調整を行
うものである。

【意匠の説明】

【書類名】 図面

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について
テキスト １６頁



４．願書及び図面の記載に関する
具体的な事例

（２）全体意匠として画像を含む意匠を出願する場合

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について
テキスト １７頁

②当該物品と一体として用いられる他の表示機等に表示される場合

【書類名】 図面～略～
【意匠に係る物品】 チューナー付磁気ディスク
レコーダー

～ 中略 ～

【意匠に係る物品の説明】
本物品は、ハイビジョン放送を受信可能な
チューナーを有し、受信したテレビ番組の録画、
再生を行うための磁気ディスクレコーダーである。
画像図に表した画像は、番組の予約録画の機能
を発揮できる状態にするために行われる画像で
あって、画面左寄りの横長長方形部に番組が表
示され、その外周縁に配された操作ボタンによっ
て選択、決定等の操作を行うものである。

【意匠の説明】
左側面図は右側面図と対称につき省略した。



テキスト １８頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

４ー１ 画像の一部に係る部分意匠の図面の
記載について

［事例］ 画像の一部を構成する操作ボタン部の領域を意匠登録を受けようと
する部分とした記載例

【画像図】



テキスト １８頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

４ー１ 画像の一部に係る部分意匠の図面の
記載について

［事例］ 画像及びファンクションキー部の領域を意匠登録を受けようとする部
分とした記載例

【画像図】



テキスト １９頁

５． 画像を含む意匠の登録要件

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

画像を含む意匠として意匠登録出願されたものが意匠登録を受
けるためには、以下のすべての要件を満たさなければなりません。

（１）工業上利用することができる意匠であること

（２）新規性を有すること

（３）創作非容易性を有すること

（４）先願意匠の一部と同一又は類似の後願意匠ではないこと



テキスト １９頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１ 工業上利用できる意匠

（１）意匠を構成するものであること

（２）意匠が具体的なものであること

（３）工業上利用することができるものであること



テキスト １９頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１－１ 意匠を構成するものであること

全体意匠の場合は、以下の（１）から（４）の要件を満たしていなければなりません。
また、部分意匠である場合は、以下の（１）から（６）の要件を満たしていなければな
りません。

（１）物品と認められるものであること
（２）物品自体の形態であること
（３）視覚に訴えるものであること
（４）視覚を通じて美感を起こさせるものであること
（５）一定の範囲を占める部分であること
（６）他の意匠と対比する際に対比の対象となり得る部分であること



テキスト ２０頁

５－１－１ 意匠を構成するものであること

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

①意匠を構成する画像であること

意匠に含まれる画像が、意匠法第２条第２項において定義されている
画像を構成するためには以下の要件を満たしていなければなりません。

（ⅰ）操作の用に供される画像であること

「操作」とは、物品がその機能にしたがって働く状態にするための指示
を与えることをいいます。

（ⅱ）当該物品の機能を発揮できる状態にするための画像で
あること

既に機能を発揮している状態の画像でないことをいいます。



テキスト ２０頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１－１ 意匠を構成するものであること

②意匠法第２条第２項に規定する画像を構成しないもの

(ⅰ)操作に用いられる画像でないものの例

（a）装飾表現のみを目的とした画像

表示部の背景を装飾するための画像（いわゆる壁紙）



テキスト ２１頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１－１ 意匠を構成するものであること

②意匠法第２条第２項に規定する画像を構成しないもの

(ⅰ)操作に用いられる画像でないものの例

（b）映画等（いわゆるコンテンツ）を表した画像

映画の一場面の画像



テキスト ２１頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１－１ 意匠を構成するものであること

②意匠法第２条第２項に規定する画像を構成しないもの

(ⅰ)操作に用いられる画像でないものの例

（ｃ）記録媒体に記録された画像

「コンパクトディスク」
コンパクトディスクに記録された画像



テキスト ２２頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１－１ 意匠を構成するものであること

②意匠法第２条第２項に規定する画像を構成しないもの
（ⅱ） 物品の機能を発揮できる状態にするための画像でないものの例

(a)機能を発揮している状態の画像

電子計算機により表示される画像

ＯＳにより表示される画像 インターネットを通じて表示される画像



テキスト ２２頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１－１ 意匠を構成するものであること

②意匠法第２条第２項に規定する画像を構成しないもの
（ⅱ） 物品の機能を発揮できる状態にするための画像でないものの例

(a)機能を発揮している状態の画像

ゲーム機により表示される画像



テキスト ２３頁

５－１－２ 意匠が具体的なものであること

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

画像を含む意匠の意匠登録出願に係る意匠が具体的なも
のと認められるためには、出願当初の願書の記載及び願書
に添付した図面等から、以下の（１）から（４）についての具体
的な内容が、直接的に導き出されなければなりません。

（１）画像を含む意匠の意匠に係る物品

（２）画像の用途及び機能

（３）部分意匠として意匠登録を受けようとする部分を画像とす
る場合、画像が物品に占める位置、大きさ、範囲

（４）画像を含む意匠の形態



テキスト ２３頁
５－１－２ 意匠が具体的なものであること

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

意匠が具体的なものと認められない場合の例

（a）意匠に係る物品又は画像の具体的な用途及び機能が明らかでない場合

（b）画像全体の形態が表されていない場合

（c）意匠に係る物品全体の形態が表されていない場合（画像のみしか表されて
いない場合）

（d）画像を含む、意匠に係る物品の形態に、願書の「意匠に係る物品」の欄に
記載された物品の区分に属する物品を認識するのに必要な最低限含まれ
ていなければならない構成要素が明確に表されていない場合（部分意匠の
場合）

（e）画像が物品の表示部に表示されるものか、当該物品と一体として用いられ
る物品の表示部に表示されるものか明らかでない場合



テキスト ２３頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５－１－３ 工業上利用することができるもの
であること

画像を含む意匠の意匠に係る物品が、工業上利用すること
ができるものでなければなりません。



テキスト ２４頁

５－２ 画像を含む意匠の新規性

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

意匠法第３条第１項各号の規定の適用については、当該画
像を含む意匠が公知の意匠のいずれかの意匠に該当するか
否か、又は公知の意匠に類似する意匠に該当するか否かを
判断することにより行います。



テキスト ２４頁

５ー２ー１ 公知意匠と画像を含む意匠の
類否判断

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

画像を含む意匠についても、意匠に係る物品と公知の意匠
の意匠に係る物品とが同一又は類似でなければ意匠の類似
は生じません。

画像を含む意匠の類否判断は全体意匠、部分意匠の審査基
準に準じて行われます。



５ー２ー１ 公知意匠と画像を含む意匠の
類否判断

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について
テキスト ２５頁

（１）類似すると認められる例

［事例１］

【画像図】 【画像図】

「デジタルビデオディスクレコーダー」
（映像編集機能を発揮するための画像）

「デジタルビデオディスクレコーダー」
（映像編集機能を発揮するための画像）



テキスト ２５頁

５ー２ー１ 公知意匠と画像を含む意匠の
類否判断

（１）類似すると認められる例

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

［事例２］

【正面図】

【正面図】

「携帯用ビデオプレーヤー」
（映像を選択するための画像）

「携帯用ビデオプレーヤー」
（映像を選択するための画像）



テキスト ２６頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー２ー１ 公知意匠と画像を含む意匠の
類否判断

（１）類似すると認められる例

［事例３］

【正面図】 【画像図】

【正面図】

※意匠登録を受けようとする部分の位置・大きさ・
範囲に特段の特徴が認められない

※意匠登録を受けようとする部分の位置・大きさ・
範囲の評価をしない

当該物品自体が有する表示部に
表示される画像

当該物品と一体として用いられる
他の表示機器に表示される画像

「車載用経路誘導機」
「車載用経路誘導機」



テキスト ２７頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー２ー１ 公知意匠と画像を含む意匠の
類否判断

（１）類似すると認められる例

［事例４］

【画像図】【画像図】

※静止画像 ※操作によって変化する画像

中央の長円形部の周囲の矩形部が時計回
りに回転する変化をする画像。

「デジタルビデオディスクレコーダー」
（各種設定の選択を行うための画像）

「デジタルビデオディスクレコーダー」
（各種設定の選択を行うための画像ための画像）



テキスト ２８頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー３ 画像を含む意匠の創作非容易性

容易に創作することができる意匠と認められるものの例

（１）置換の意匠

【画像図】【画像図】

【画像図】



テキスト ２９頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー３ 画像を含む意匠の創作非容易性

容易に創作することができる意匠と認められるものの例

（２）寄せ集めの意匠

【正面図】【正面図】

【正面図】



テキスト ３０頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー３ 画像を含む意匠の創作非容易性

容易に創作することができる意匠と認められるものの例

（３）配置の変更による意匠

【画像図】

【画像図】



テキスト ３１頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー３ 画像を含む意匠の創作非容易性

容易に創作することができる意匠と認められるものの例

（４）構成比率の変更又は連続する単位の数の増減による意匠

【正面図】
【正面図】



テキスト ３２頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー３ 画像を含む意匠の創作非容易性

容易に創作することができる意匠と認められるものの例

（５）公然知られた形状、模様若しくは色彩又はこれらの結合をほとんどそのまま表
したにすぎない意匠

【正面図】

公然知られた模様

ありふれた構成配置の
画像の例

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
表
し
た

に
過
ぎ
な
い

出願の意匠

［事例１］



テキスト ３３頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー３ 画像を含む意匠の創作非容易性

容易に創作することができる意匠と認められるものの例

（５）公然知られた形状、模様若しくは色彩又はこれらの結合をほとんどそのまま表
したにすぎない意匠

【正面図】

［事例２］

「ゲーム機」
（機器自体の各種設定の選択を行う
ための画像）

「携帯用ビデオプレーヤー」
（各種設定の選択を行うための画像）

【画像図】

公然知られた画像 出願の意匠

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

表
し
た
に
過
ぎ
な
い



テキスト ３４頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー３ 画像を含む意匠の創作非容易性

容易に創作することができる意匠と認められるものの例

（５）フレームの分割態様を変更したにすぎない意匠

【画像図】

【画像図】



テキスト ３５頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー４ 画像を含む先願意匠の一部と同一又は類似
の画像を含む後願意匠

（１）意匠法第３条の２が適用される事例

［事例１］
先願に係る意匠として開示された

意匠 出願の意匠



テキスト ３５頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

５ー４ 画像を含む先願意匠の一部と同一又は類似
の画像を含む後願意匠

（１）意匠法第３条の２が適用される事例

［事例２］

先願に係る意匠として開示された意匠 出願の意匠

【正面図】 【画像図】

【正面図】



テキスト ３６頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

６ 画像を含む意匠の意匠登録出願に関する
一意匠一出願

画像を含む意匠の意匠登録出願についても、意匠法第７条
に規定する要件を満たさなければなりません。
判断は全体意匠、部分意匠の審査基準に準じて行われま
す。



テキスト ３６頁
６－１ 意匠法第７条に規定する要件を満たさない

ものの例

第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

（１）物品の区分によらない願書の【意匠に係る物品】の欄の記載の例

画像を含む意匠の意匠登録出願において、願書の【意匠に係る物品】の
欄に、物品の区分の後に「の画像」、「の画面」等の語を付したもの

（例えば、ビデオディスクレコーダーの画像）

の記載があるときは、別表第一に記載された物品の区分又はそれと同
程度の区分による物品の区分とは認められません。



テキスト ３６頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

６－１ 意匠法第７条に規定する要件を満たさない
ものの例

（２）意匠ごとに出願されていないものの例

［事例］
【画像図】



テキスト ３７頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

６－１ 意匠法第７条に規定する要件を満たさない
ものの例

（３）物理的に分離した二以上の「意匠登録を受けようとする部分」が含まれ
ているものの取扱い

［事例］ 【正面図】

①形態的な一体性が認められる場合



テキスト ３７頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

６－１ 意匠法第７条に規定する要件を満たさない
ものの例

（３）物理的に分離した二以上の「意匠登録を受けようとする部分」が含まれているも
のの取扱い

［事例］ 【正面図】

②機能的な一体性が認められる場合



テキスト ３８頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

６－１ 意匠法第７条に規定する要件を満たさない
ものの例

（４）操作によって変化する画像の取扱い

① 変化の態様に形態的な関連性が認められる例

【正面図】
【変化した状態を示す正面図】

［事例］



テキスト ３８頁
第１部 意匠法第２条第２項に規定する画像を含む意匠の審査運用について

６－１ 意匠法第７条に規定する要件を満たさない
ものの例

（４）操作によって変化する画像の取扱い

② 変化の態様に形態的な関連性が認められない例

［事例］

【正面図】
【変化した状態を示す正面図】



テキスト ３９頁
７． その他、従来の審査基準に準じて運用される
規定

（１）画像を含む意匠の意匠登録出願に関する新規性の喪失の例外

（２）画像を含む意匠の意匠登録出願に関する意匠法第５条の規定

（３）画像を含む組物の意匠

（４）画像を含む意匠の意匠登録出願に関する意匠法第９条及び第１０
の規定

（５）画像を含む意匠の意匠登録出願に関する要旨の変更

（６）画像を含む意匠に関する分割

（７）特許出願又は実用新案登録出願から意匠法第２条第２項に規定す
る画像を含む意匠登録出願への出願の変更

（８）パリ条約による優先権等の主張を伴う意匠法第２条第２項に規定す
る画像を含む意匠の意匠登録出願



第２部

改正意匠法第３条の２の審査運用について



第２部 改正意匠法第３条の２の審査運用について

第２部
改正意匠法第３条の２の審査運用について

テキスト ４２頁

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）

（意匠登録の要件）
第三条の二 意匠登録出願に係る意匠が、当該意匠登録出願の日前の他の意
匠登録出願であつて当該意匠登録出願後に第二十条第三項又は第六十六条
第三項の規定により意匠公報に掲載されたもの（以下この条において「先の意
匠登録出願」という。）の願書の記載及び願書に添付した図面、写真、ひな形又
は見本に現された意匠の一部と同一又は類似であるときは、その意匠について
は、前条第一項の規定にかかわらず、意匠登録を受けることができない。ただし、
当該意匠登録出願の出願人と先の意匠登録出願の出願人とが同一の者であつ
て、第二十条第三項の規定により先の意匠登録出願が掲載された意匠公報（同
条第四項の規定により同条第三項第四号に掲げる事項が掲載されたものを除
く。）の発行の日前に当該意匠登録出願があつたときは、この限りでない。



テキスト ４２頁
第２部 改正意匠法第３条の２の審査運用について

１．改正の趣旨

（１）従来の規定
意匠法第３条の２の規定は、先願の意匠の一部がほとんどそのまま後願の
意匠として意匠登録出願されたときのように、後願の意匠が何ら新しい意匠
の創作と認められない場合に意匠登録を受けることができない旨規定したも
のです。

（２）改正の背景
先願意匠の一部と同一又は類似の後願の意匠は出願人の異同にかかわら
ず、新しい意匠の創作と認めることはできないとして、意匠法第３条の２の規
定に基づいて拒絶されていたため、開発実態に沿ったものとなっておらず、
自己の製品デザインに係る部品や部分意匠が十分に保護されていないとの
指摘がありました。

（３）改正の概要
意匠法第３条の２の条文に、ただし書を加え、先願の出願人と同一の出願人
による意匠登録出願が、先願の意匠登録に係る意匠公報の発行の日前ま
でに出願された場合には、この規定による拒絶の理由にはあたらないとしま
した。



テキスト ４３頁
第２部 改正意匠法第３条の２の審査運用について

２．改正法の審査運用について

（１）意匠法第３条の２ただし書の規定の適用の判断

①意匠登録出願の出願人と先の意匠登録出願の出願人とが
同一の者であること

②先願の意匠公報発 行の日前の意匠登録出願であること

（２）意匠法第３条の２の規定の適用に関する時期的要件



テキスト ４４頁
第２部 改正意匠法第３条の２の審査運用について

２．改正法の審査運用について

【先願意匠の一部と同一又は類似の後願意匠の出願可能期間】

通常意匠

秘密意匠

同人による出願であれば
登録が認められる期間

公報発行

設定登録

公知

図面等掲載

公知秘密期間



テキスト ４４頁

３．経過措置

第２部 改正意匠法第３条の２の審査運用について

（１）改正法施行前の意匠登録出願に係る意匠の一部と同一又は類似
の意匠についてされた改正法施行後の意匠登録出願に対する改
正法の適用

（２）意匠登録出願の分割、出願の変更及び補正後の意匠についての
新出願に係る出願に対する改正法の適用

（３）パリ条約による優先権等の主張を伴う意匠登録出願に対する改正法
の適用



第３部

改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について



第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

第３部
改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

テキスト ４８頁

（関連意匠）
第十条 意匠登録出願人は、自己の意匠登録出願に係る意匠又は自己の登録意匠のうちから選択した一の意
匠（以下「本意匠」という。）に類似する意匠（以下「関連意匠」という。）については、当該関連意匠の意匠登録出
願の日（第十五条において準用する特許法（昭和三十四年法律第百二十一号）第四十三条第一項又は第四十三
条の二第一項若しくは第二項の規定による優先権の主張を伴う意匠登録出願にあつては、最初の出願若しくは
千九百年十二月十四日にブラッセルで、千九百十一年六月二日にワシントンで、千九百二十五年十一月六日に
ヘーグで、千九百三十四年六月二日にロンドンで、千九百五十八年十月三十一日にリスボンで及び千九百六十
七年七月十四日にストックホルムで改正された工業所有権の保護に関する千八百八十三年三月二十日のパリ条
約第四条Ｃ(4) の規定により最初の出願とみなされた出願又は同条Ａ(2) の規定により最初の出願と認められた
出願の日。以下この項において同じ。）がその本意匠の意匠登録出願の日以後であつて、第二十条第三項の規
定によりその本意匠の意匠登録出願が掲載された意匠公報（同条第四項の規定により同条第三項第四号に掲
げる事項が掲載されたものを除く。）の発行の日前である場合に限り、第九条第一項又は第二項の規定にかかわ
らず、意匠登録を受けることができる。
２ 本意匠の意匠権について専用実施権が設定されているときは、その本意匠に係る関連意匠については、前項
の規定にかかわらず、意匠登録を受けることができない。
３ 第一項の規定により意匠登録を受ける関連意匠にのみ類似する意匠については、意匠登録を受けることがで
きない。
４ 本意匠に係る二以上の関連意匠の意匠登録出願があつたときは、これらの関連意匠については、第九条第
一項又は第二項の規定は、適用しない。

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）



第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

第３部
改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

テキスト ４８頁

（存続期間）
第二十一条 意匠権（関連意匠の意匠権を除く。）の存続期間は、設定の登録の日から二十年をもつて終了する。
２ 関連意匠の意匠権の存続期間は、その本意匠の意匠権の設定の登録の日から二十年をもつて終了する。

（関連意匠の意匠権の移転）
第二十二条 本意匠及びその関連意匠の意匠権は、分離して移転することができない。
２ 本意匠の意匠権が第四十四条第四項の規定により消滅したとき、無効にすべき旨の審決が確定したとき、又
は放棄されたときは、当該本意匠に係る関連意匠の意匠権は、分離して移転することができない。

（専用実施権）
第二十七条 意匠権者は、その意匠権について専用実施権を設定することができる。ただし、本意匠又は関連
意匠の意匠権についての専用実施権は、本意匠及びすべての関連意匠の意匠権について、同一の者に対して
同時に設定する場合に限り、設定することができる。
２ 専用実施権者は、設定行為で定めた範囲内において、業としてその登録意匠又はこれに類似する意匠の実
施をする権利を専有する。
３ 本意匠の意匠権が第四十四条第四項の規定により消滅したとき、無効にすべき旨の審決が確定したとき、又
は放棄されたときは、当該本意匠に係る関連意匠の意匠権についての専用実施権は、すべての関連意匠の意
匠権について同一の者に対して同時に設定する場合に限り、設定することができる。
４ 特許法第七十七条第三項から第五項まで（移転等）、第九十七条第二項（放棄）並びに第九十八条第一項第
二号及び第二項（登録の効果）の規定は、専用実施権に準用する。

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）



テキスト ４９頁
第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

１．改正の趣旨

（１）従来の規定
同時期に創作されたバリエーションの意匠については、同日に同一出願人か
ら出願された場合に限り、（～中略～）関連意匠としてこれを保護し、各々の意

匠について権利行使することが可能となっていました。

（２）改正の背景
従来の制度は、市場投入が予測されるデザイン・バリエーションの全てについて
の図面等を出願時に準備しなければならず、当初の実施商品に係る意匠から先
行して出願するなどの柔軟な出願方法に対応できないといった指摘がありました。

（３）改正の概要

同日出願のみ認められていた関連意匠について、本意匠の公報発行の日前ま
での間に出願された場合は関連意匠の登録を認めるよう時期的制限を緩和し
ました。



テキスト ５０頁
第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

２．改正法の審査運用について

（１）関連意匠として意匠登録を受けることができる意匠

①本意匠と同一の意匠登録出願人による意匠登録出願であること

②本意匠に類似する意匠に係る意匠登録出願であること

③本意匠の意匠登録出願の日以後であって、本意匠に係る意匠公報
の発行の日前に出願された意匠登録出願であること

（２）同人による後日の類似する意匠登録出願の取り扱い



テキスト ５０頁
第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

２．改正法の審査運用について

【関連意匠の出願可能時期】

通常意匠

秘密意匠

関連意匠出願可能期間

公報発行設定登録 公知

図面等掲載

公知秘密期間



テキスト ５１頁
第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

２．改正法の審査運用について

（３）パリ条約による優先権等の主張を伴う意匠登録出願の意
匠法第１０条第１項の規定の判断の基準日

（４）本意匠の意匠権について専用実施権が設定されている場
合の取扱い

（５）関連意匠にのみ類似する意匠の取扱い

（６）本意匠に係る二以上の関連意匠同士が類似する場合の
取扱い



テキスト ５２頁
第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

３．経過措置

（１）改正法施行前の意匠登録出願に係る意匠を本意匠とす
る、改正法施行後の関連意匠の意匠登録出願に対する
改正法の適用

（２）意匠登録出願の分割、出願の変更及び補正後の意匠
についての新出願に係る出願に対する改正法の適用

（３）パリ条約による優先権等の主張を伴う意匠登録出願に
対する改正法の適用



テキスト ５４頁

４．意匠法第９条（先願）の取扱い

第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

意匠法第１０条（関連意匠）の改正に伴い、意匠法第９条
（先願）の審査上の取扱いに「同人による類似の意匠につ
いて異なった日にされた意匠登録出願」が加わります。



第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

テキスト ５５頁

同人による類似の意匠について異なった日に二以上の意匠登録出願が
あった場合は、拒絶の理由のない最先の意匠登録出願に係る意匠を登録
します。
後の意匠登録出願に係る意匠については、その出願が最先の意匠登録出
願に係る意匠公報（略）の発行の日前までに出願されており、最先の意匠登
録出願に係る意匠を本意匠とする関連意匠の出願である場合には登録しま
す。



：通常の意匠登録出願
（関連意匠以外の意匠登録出願）

関
：関連意匠の意匠登録出願

：類似する関係

：類似しない関係：本意匠―関連意匠本 関

第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

：本意匠本
先願

後願

【凡例】

テキスト ５５頁

：登録できない意匠



（１）後の意匠登録出願に係る意匠が先の意匠登録出願に係る一の登録出願と
類似している場合

Ａ 先願 Ａ 先願

本

関

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

①後願が関連意匠として出願されていない場合

Ｂ 後願

Ｂ 後願

登録

登録

テキスト ５６頁



②後願が先願である関連意匠にのみ類似する通常出願に係る意匠の場合

Ａ 先願

Ｂ 先願

Ｃ 後願

本

関

第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

Ａ 先願

本

関

Ｃ 後願

Ｂ 先願

（１）後の意匠登録出願に係る意匠が先の意匠登録出願に係る一の登録出願と
類似している場合

登録

登録

テキスト ５７頁



第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

テキスト ５８頁

Ａ 先願 Ｂ 先願

Ｃ 後願

③先願が同日の出願で相互に類似している場合－（ケース①）

Ａ 先願 Ｂ 先願

Ｃ 後願

本 関

（１）後の意匠登録出願に係る意匠が先の意匠登録出願に係る一の登録出願と
類似している場合

登録 登録



第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

テキスト ５８頁

（１）後の意匠登録出願に係る意匠が先の意匠登録出願に係る一の登録出願と
類似している場合

Ａ 先願 Ｂ 先願

Ｃ 後願

③先願が同日の出願で相互に類似している場合－（ケース②）

Ａ 先願 Ｂ 先願

Ｃ 後願

本関

関

登録 登録

登録



第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

（２）後の意匠登録出願に係る意匠が先の意匠登録出願に係る二以上の登録意匠と
類似している場合

テキスト ５９頁

Ａ 先願
Ｂ 先願

本
関

Ｃ 後願

Ａ 先願
Ｂ 先願

本
関

Ｃ 後願

関

①先願が本意匠と関連意匠の関係であった場合

登録 登録

登録



Ａ 先願

Ｂ 先願

Ｃ 後願 Ｃ 後願

Ｂ 先願

Ａ 先願

関

本

第３部 改正意匠法第１０条（関連意匠）の審査運用について

５．同人による類似の意匠について異なった日にされた
意匠登録出願の取扱い

（２）後の意匠登録出願に係る意匠が先の意匠登録出願に係る二以上の登録意匠と
類似している場合

テキスト ６０頁

②先願がそれぞれ単独で登録になっている場合

登録

登録



第４部

その他の改正項目について



テキスト ６２頁

１．意匠権の存続期間の延長

第４部 １．意匠権の存続期間の延長

（存続期間）
第二十一条 意匠権（関連意匠の意匠権を除く。）の存続期間は、設定の登録の
日から二十年をもつて終了する。
２ 関連意匠の意匠権の存続期間は、その本意匠の意匠権の設定の登録の日か
ら二十年をもつて終了する。

（登録料）
第四十二条 意匠権の設定の登録を受ける者又は意匠権者は、登録料として、第
二十一条に規定する存続期間の満了までの各年
について、一件ごとに、次に掲げる金額を納付しなければならない。
一 第一年から第三年まで 毎年八千五百円
二 第四年から第十年まで 毎年一万六千九百円
三 第十一年から第二十年まで 毎年三万三千八百円
２～５ （略）

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）



テキスト ６２頁

１．意匠権の存続期間の延長

第４部 １．意匠権の存続期間の延長

改正の背景
意匠権の存続期間について、より長い期間の期間の保護が必要ではない
かという指摘がありました。

改正の概要

（１）意匠権の存続期間の延長

現行の「登録日から15年」を「登録日から20 年」に延長しました。

（関連意匠の存続期間についても本意匠の意匠権の登録の日から20 
年に延長）

（２）存続期間の延長に伴う登録料の新設

第１６年から第２０年までの登録料については年間３万３千８百円としま
した。



テキスト ６３頁

２．秘密意匠制度の見直し

第４部 ２．秘密意匠制度の見直し

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）

（秘密意匠）
第十四条 （略）
２ 前項の規定による請求をしようとする者は、次に掲げる事項を記載した書面を意
匠登録出願と同時に、又は第四十二条第一項の規定による第一年分の登録料の
納付と同時に特許庁長官に提出しなければならない。
一・二 （略）
３・４ （略）



テキスト ６３頁

２．秘密意匠制度の見直し

第４部 ２．秘密意匠制度の見直し

改正の背景

出願人が自己の公報の発行時期が適正か否かの判断に基づいて秘密意
匠の請求を可能とするためには、意匠登録出願の時だけではなく、当該出
願に係る登録査定の送達時を経過し、意匠公報の発行前のある時期まで
に請求を可能とする必要がありました。

改正の概要

出願意匠の秘密を請求できる時期的要件について、現行法において認め
られている出願と同時にする場合に加えて、意匠登録の第１年分の登録料
の納付時と同時にする場合も認めることとしました。



テキスト ６４頁
第４部 ３．意匠の類似の範囲の明確化

３．意匠の類似の範囲の明確化

（登録意匠の範囲等）
第二十四条 （略）
２ 登録意匠とそれ以外の意匠が類似であるか否かの判断は、需要者の視覚を通
じて起こさせる美感に基づいて行うものとする。

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）



テキスト ６４頁

３．意匠の類似の範囲の明確化

第４部 ３．意匠の類似の範囲の明確化

改正の背景

意匠の類似について（中略）、最高裁判例とは異なる判断手法をとるもの
が混在していることにより意匠の類否判断が不明瞭なものとなっていると
の指摘がありました。

改正の概要
意匠の類似について、最高裁判例等において説示されている取引者、需
要者からみた意匠の美感の類否であることを規定しました。

従来からの意匠審査における意匠の類似の考え方や判断手法そのもの
について変更するものではありません。

２つの意匠を対比して観察するのみならず、先行意匠を参酌した上で総
合的に美感の類否を判断するという手法にも変更はありません。

改正後の意匠審査の運用について



テキスト ６５頁
第４部 ４．新規性喪失の例外規定の見直し

４．新規性喪失の例外規定の見直し

（意匠の新規性の喪失の例外）
第四条 （略）
３ 前項の規定の適用を受けようとする者は、その旨を記載した書面を意

匠登録出願と同時に特許庁長官に提出し、かつ、第三条第一項第一号又
は第二号に該当するに至つた意匠が前項の規定の適用を受けることがで
きる意匠であることを証明する書面を意匠登録出願の日から三十日以内に
特許庁長官に提出しなければならない。

＜関連条文＞（下線部が改正部分です。）



テキスト ６５頁

４．新規性喪失の例外規定の見直し

第４部 ４．新規性喪失の例外規定の見直し

改正の背景

日本国内又は外国において公然知られた意匠になったことについて第三
者からの証明を取得することに要する手間と時間が負担となっており、出
願の日から１４日以内としていた提出書面の準備期間が十分ではないと
の指摘がありました。

改正の概要
新規性喪失の例外規定の適用を受けるための証明書の提出期限を、出
願の日から３０日以内とすることにしました。
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